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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の増加を背景に、設備投資や個人消費

が底堅さを維持したものの、新興国を中心とする海外経済の景気減速に対する懸念が先行きに不透明

感をあたえるなど、不安を抱えた状態で推移いたしました。 

 こうした中、当社グループは、新たな３カ年の中期経営方針の運営を開始し、「事業基盤の堅持と

『殻』を破る新たな挑戦」を基本方針として、企業価値の更なる向上に向けた諸施策を実行いたしま

した。 

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は 144,405 百万円(前年同期比 1.6％増)

となり、前年同期に比べ為替が円安で推移したことが航空機セグメントの増収につながったほか、特

装車セグメントにおいて増産投資等により需要に対応したことなどから、売上高は 143,891 百万円(同

9.4％増)となりました。 

 損益面は、為替の円安での推移が寄与したことなどから、営業利益は 11,947 百万円(同 29.2％増)、

経常利益は12,100百万円(同22.2％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は7,766百万円(同24.9％

増)となりました。 

 

 当社グループのセグメント別経営成績の概要は次のとおりであります。なお、各セグメントの受注

高及び売上高には、セグメント間の内部受注高及び内部売上高を含んでおります。また、文中の受注

(高)及び売上(高)の増減は、前年同期との比較であります。 

 

航空機セグメント 

防衛省向けでは、機体部品の受注が増加したほか、ＵＳ－２型救難飛行艇の製造が進捗したことか

ら、受注、売上ともに増加いたしました。 

また、民需関連は、為替が円安で推移したほか、ボーイング社向け製品の受注及び売上機数が増加

したことなどから、受注、売上ともに増加いたしました。 

 この結果、当セグメントの受注高は29,759百万円(前年同期比32.7％増)、売上高は33,139百万円(同

13.7％増)となり、営業利益は 5,830 百万円(同 35.3％増)となりました。 

 

特装車セグメント 

車体等の製造販売では、建設関連車両の需要が極めて高い水準だった前年同期に比べ受注は減少し

たものの、物流及び環境関連車両の需要は底堅い状態が継続したことなどから、売上は増加いたしま

した。 

 また、保守・修理事業は、受注、売上ともに前年同期並みの水準となりました。 

 このほか、林業用機械等は、前期に引き続き高水準を維持し、受注、売上ともに増加いたしました。 

 この結果、当セグメントの受注高は58,372百万円(前年同期比14.2％減)、売上高は64,473百万円(同

6.4％増)となり、営業利益は 5,818 百万円(同 6.0％増)となりました。 
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産機・環境システムセグメント 

 流体製品は、ポンプなどの機器及びシステムが堅調に推移したことなどから、受注、売上ともに増

加いたしました。 

 また、メカトロニクス製品は、真空成膜装置の受注が減少したことなどから、受注、売上ともに減

少いたしました。 

 このほか、環境関連事業は、運営管理業務の受託等により受注が増加し、廃棄物処理施設の工事進

捗等により売上も増加いたしました。 

 この結果、当セグメントの受注高は 23,717 百万円(前年同期比 2.3％増)、売上高は 19,000 百万円(同

21.0％増)となり、営業利益は 94 百万円となりました。 

 

パーキングシステムセグメント 

機械式駐車設備は、都市部での需要に回復の兆しがあることなどから、受注、売上ともに増加いた

しました。 

また、航空旅客搭乗橋は、受注、売上ともに増加いたしました。 

 この結果、当セグメントの受注高は22,999百万円(前年同期比12.2％増)、売上高は20,462百万円(同

9.8％増)となり、営業利益は 1,279 百万円(同 38.2％増)となりました。 

 

その他 

 建設事業において、受注は増加し、売上が減少したことなどから、当セグメントの受注高は 11,959

百万円(前年同期比 21.7％増)、売上高は 8,950 百万円(同 6.9％減)となり、営業利益は 460 百万円(同

192.3％増)となりました。 

 

 

(２) 財政状態に関する説明 

 当第３四半期末における総資産は、たな卸資産は増加したものの売上債権を回収したことなどによ

り前連結会計年度末に比べて 2,121 百万円減少し 180,045 百万円となりました。負債は、法人税等の

納付や、仕入債務の減少などにより、前連結会計年度末に比べて 8,406 百万円減少し 67,801 百万円と

なりました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したことなどにより、前連結会計

年度末に比べて 6,284 百万円増加し 112,243 百万円となりました。これらの結果、自己資本比率は、

前連結会計年度末の 58.1％から 62.3％に上昇いたしました。 

 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 27 年７月 30 日に公表した業績予想から変更

しておりません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日)、「連結財務諸表に

関する会計基準」(企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日)及び「事業分離等に関する会計基

準」(企業会計基準第７号 平成 25 年９月 13 日)等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期

純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。 

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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(３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日　至 平成26年12月31日)

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

航空機 特装車

産機・環境

システム

パーキング

システム

計

売　上　高

外部顧客への売上高 29,149 60,608 15,699 18,609 124,067 7,471 131,538 ― 131,538

セグメント間の内部

売上高又は振替高 ― 4 7 24 36 2,143 2,180 △2,180 ―

計 29,149 60,612 15,707 18,633 124,103 9,615 133,718 △2,180 131,538

セグメント利益又は

セグメント損失(△)

4,309 5,489 △156 925 10,568 157 10,726 △1,479 9,246

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、不動産事業、ソフトウェア事

　　　業等を含んでおります。

    ２．セグメント利益の調整額△1,479百万円には、セグメント間取引消去△27百万円､各報告セグメントに配分していない

　　　全社費用△1,452百万円が含まれております。全社費用は､主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び基礎的試験

　　　研究費であります。

    ３．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　 該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日　至 平成27年12月31日)

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

航空機 特装車

産機・環境

システム

パーキング

システム

計

売　上　高

外部顧客への売上高 33,139 64,467 18,996 20,454 137,059 6,832 143,891 ― 143,891

セグメント間の内部

売上高又は振替高 ― 5 3 7 16 2,117 2,134 △2,134 ―

計 33,139 64,473 19,000 20,462 137,075 8,950 146,025 △2,134 143,891

セ グ メ ン ト 利 益 5,830 5,818 94 1,279 13,022 460 13,482 △1,535 11,947

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、不動産事業、ソフトウェア事

　　　業等を含んでおります。

    ２．セグメント利益の調整額△1,535百万円には、セグメント間取引消去△49百万円､各報告セグメントに配分していない

　　　全社費用△1,485百万円が含まれております。全社費用は､主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び基礎的試験

　　　研究費であります。

    ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　 該当事項はありません。

報告セグメント

その他

(注1)

合計

調整額

(注2)

四半期連結

損益計算書

計上額

(注3)

報告セグメント

その他

(注1)

合計

調整額

(注2)

四半期連結

損益計算書

計上額

(注3)
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